
決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円328 土 木 事 務 所 費 678,110 600,854 効率的な公共事業執行体制の整備等(土木部企画管理室) 繰 36,146 １ 五條土木事務所工務第二課の移転564,708 事 業 名 金 額 内 容翌年度へ繰越39,908 五條土木事務所工務 千円 国道168号改良事業に伴う庁舎移転に係る設計調査委託及び移転先用地39,601第二課庁舎移転事業 への進入路整備330 土 木 諸 費 98,060 81,150 ２ 公共事業における電子化の推進土木部企画管理室 手 10,727 事 業 名 金 額 内 容公 共 工 事 契 約 課  70,423用 地 対 策 課 千円 公共工事等において電子入札システムの利用を行い、電子入札対象範囲技 術 管 理 課 を順次拡大土木一式、建築一式、舗装等の工事及び建設コンサルタント等の業務委談合防止対策としての 22,127 託の入札を実施入 札 電 子 化 事 業 実施件数 1,830件成 果 指 標 20年度 21年度 22年度電子入札１件あたりの平均参加者数（名） 8.3 16.5 17.8３ 行政情報の共有化の推進事 業 名 金 額 内 容千円 地理情報の各部局間での共有、蓄積、活用を図るため、基盤となるデータ及び利用環境を整備地 理 情 報 共 有 化 12,344 ボーリング調査結果のデータ整備推 進 事 業 データ利用者育成研修の開催開催日 平成22年12月14日～16日 受講者数 35名332 道路 交通環境総 務費 447,289 415,373 地域交通・生活交通の充実 274,203千円(道路・交通環境課) 国 49,674 事 業 名 金 額 内 容使 17,163諸 50 千円 広域的・幹線的バス路線維持対策費補助（国庫協調補助）バス生活交通対策事業 137,306 348,486 運行費補助



経常収支率の低い広域的・幹線的バス路線を運営する事業者に対して補助することにより、過疎地域のバス路線を維持補助対象経費 運行欠損額（経常収支率が11／20以上の路線が対象）補助対象路線 18路線22系統補助率 県1／2（国1／2直接）車両減価償却費補助広域的・幹線的バス路線を運営する事業者のノンステップバス導入に対して補助することにより、高齢者等の利便性を向上補助対象経費 減価償却費（上限あり）補助率 県1／3（国1／3直接）ノンステップバス導入台数 ２台広域的・幹線的バス路線維持対策費補助（県単独補助）国庫補助対象外の広域的・幹線的バス路線を運営する事業者に対して補助することにより、過疎地域の基幹バス路線を維持補助対象経費 運行欠損額補助対象路線 ２路線３系統補助率 県1／2成 果 指 標 20年度 21年度 22年度補助対象路線１km運行あたり平均輸送人員数（人／km） 0.69 0.69 0.68県と奈良交通（株）が協働することにより、県内バスネットワークの維持確保やバス利用促進を目的とした連携協定に基づく支援策を実施広域的・幹線的路線維持対策費補助利用者減少により採算が悪化したバス路線の運行費に対する国庫補助の採算要件を満たすように補助することにより、過疎地域等のバス路線を維持補助対象路線 前年度までの補助対象路線のうち、経常収支率が連携協定に 基づく 45％以上55％未満の路線 ８路線10系統109,546バ ス 交 通 支援事 業 補助額 経常費用の55％と経常収益の差額公共交通（バス）環境向上事業県内におけるバス利用環境の向上を図るため、ノンステップバスの車両購入及びバス停上屋等の整備を支援ノンステップバスの導入 ６台バス停（上屋・ベンチ）の整備基数 12基成 果 指 標 20年度 21年度 22年度奈良交通ノンステップバス導入率（％） － － 14.8



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 事 業 名 金 額 内 容千円 過疎地域における移動手段の確保を図るため、通院用広域バスの実証運行や住民ワークショップの開催など公共交通利用促進施策を実施過疎地域の移動手段 対象地域 五條市、野迫川村、十津川村6,559確 保 事 業 平成23年２月28日 通院用広域バスの実証運行を開始成 果 指 標 20年度 21年度 22年度実証運行輸送人員数（名） － － 191リニア中央新幹線展の開催 県立図書情報館外２カ所リニア中央新幹 線 2,287 リニア親子セミナーの開催 開催回数 ２回 参加者数 91組216名建 設 促 進 事 業 国・鉄道事業者等への要望活動 10回ヘリポートの管理運営を実施奈良 県ヘリポー ト 18,505 成 果 指 標 20年度 21年度 22年度運 営 事 業 着陸回数（回） 715 734 766334 交 通 調 査 費 716,924 443,581 観光交通対策の推進(道路・交通環境課) 国 203,477 １ 交通調査事業 202,851千円越 44,153 事 業 名 金 額 内 容195,951前年度繰越分 前年度繰越分 千円 奈良公園周辺の総合的な渋滞対策及び奈良公園の魅力向上に向けた取組377,522 247,630 の実施当該年度分 当該年度分 一方通行化の恒久実施に向けた検討339,402 195,951 （仮称）登大路バスターミナルの検討翌年度へ繰越 奈良中心市街地 の 大仏前観光自動車駐車場への予約システム導入に向けた検討182,60054,811 交 通 対 策 事 業 奈良中心市街地での移動環境の向上に向けた取組の実施平城遷都1300年祭での周遊観光動向の調査奈良公園～平城宮跡～西の京を結ぶ観光周遊バスの検討奈良中心市街地への自動車流入を抑制するための情報案内提供システムに関する検討生活交通の確保や公共交通機関の利用促進等の移動環境の改善に向けた交通基本戦略策定事業 9,797 検討に基づき、県の交通施策に関する基本的な方針として「奈良県交通基本戦略」を策定



ラッピングした観光列車をＪＲ桜井線・和歌山線において運行するとともに、運行情報を県ホームページに掲載ＪＲ観光列車運行事業 1,758 成 果 指 標 20年度 21年度 22年度ホームページアクセス件数（件） － 5,181 9,473法定協議会により策定された「駅周辺活性化計画」に基づく取組を実施田原本町地域公共交通活性化協議会観光客をターゲットにした新たな公共交通（乗合タクシー）の導入駅 を 中 心 と し た の検討 ほか8,696まちづくり検討事業 御所市地域公共交通会議駅前広場フィーダー交通再配置の検討 ほか成 果 指 標 20年度 21年度 22年度取組済施策数（件） － － 7334 道 路 環 境 整 備 費 3,985,832 2,759,951 ２ 観光交通対策の推進(道路・交通環境課) 国 1,581,251 事 業 名 金 額 内 容負 11,474繰 31,455 千円 観光客が移動経路や観光案内等の情報を「いつでも、どこでも、だれで越 52,151 自 律 移 動 支 援 も」入手できるユビキタスな環境を構築14,784諸 19,425 プロジェクト 事 業 携帯電話による歩行者移動支援システムの運営・管理起 756,600 ４カ国語対応の移動支援端末の無線施設改修307,595前年度繰越分 前年度繰越分 安全・安心な交通安全施設の提供 2,654,170千円1,757,023 1,735,597当該年度分 当該年度分 事 業 名 金 額 内 容2,228,809 1,024,354 千円 「奈良の今後５カ年（平成21年度～平成25年度）の道づくり重点戦略」翌年度へ繰越 に基づく「選択と集中」による効率的・効果的な事業展開を推進する中960,657 で、通学路や歩行者の多い歩道をバリアフリー化することにより、安全で安心な歩行空間を確保するとともに、交通事故が多い交差点の改良、景観保全が必要な地域等における無電柱化を推進補 助 事 業 2,579,183千円交通安全施設整備事業 2,649,151 国道165号、166号、168号、169号、県道奈良生駒線、榛原菟田野御杖線、桜井吉野線外40路線（47路線中14路線完了）県単独事業 69,968千円国道165号、166号、県道大和郡山環状線外４路線（７路線中３路線完了）自転車を活用した広域的な周遊観光の促進を図るため、「奈良県自転車利用促進計画」を策定



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 事 業 名 金 額 内 容千円 道路交通要因と交通事故との関連性分析を行うため、警察が管理する交交通安全施設調査事業 5,019 通事故情報を基に県管理道路で発生した交通事故について、発生場所・事故形態・当時者種別等の情報を整理し、交通事故データベースを作成336 道路橋りよう総務費 2,762,371 2,716,064 道路整備の推進(道 路 管 理 課) 国 7,205 １ 道路管理事業負 26,095 事 業 名 金 額 内 容2,682,764 千円 直営分 道路パトロール、道路情報モニター等の実施道 路 管 理 事 業 328,653 委託分 遠隔地道路の管理等の実施336 道 路 橋 り よ う 10,524,910 7,501,757 ２ 道路維持修繕事業 2,110,491千円維 持 管 理 費 国 3,295,474 事 業 名 金 額 内 容(道 路 管 理 課) 使 229,818手 462 千円 道路の陥没、照明器具、防護柵・高欄等の補修繰 202,828 緊急対応工事 2,293回道路施設維持修繕事業 1,704,983越 153,192 補 助 事 業 561,920千円諸 17,746 県単独事業 1,143,063千円起 2,098,000 1,504,237 路肩や中央分離帯等の草刈り前年度繰越分 前年度繰越分 道路施設環境整備事業 358,580 国道168号、県道奈良精華線、大和郡山環状線外102路線3,284,824 3,284,822 道路清掃、冬期の雪寒対策当該年度分 当該年度分7,240,086 4,216,935 地元自治会等が自主的に実施する草刈りや清掃活動等に対する支援翌年度へ繰越 み ん な で ・ 奈良市般若寺町自治会（県道木津横田線）外74団体4,0512,488,336 守 ロ ー ド 事 業 成 果 指 標 20年度 21年度 22年度参加団体数（団体） 43 52 75来県者の多い観光地へのアクセス道路を中心に、花と緑で観光客をもてなす空間を提供花いっぱい推進事業 42,877 大宮通り（国道369号、県道奈良生駒線）外17路線成 果 指 標 20年度 21年度 22年度植栽面積（㎡） － － 500



３ 橋りよう維持補修事業事 業 名 金 額 内 容千円 橋梁の防護柵修繕、塗装塗り替え工事などの小規模修繕橋りよう維持補修事業 35,377 県道五條吉野線（柴橋）外１橋４ 道路橋りよう保全整備事業 5,130,353千円事 業 名 金 額 内 容千円 崩落の発生箇所や兆候がある箇所を優先した法面対策工事等補 助 事 業 2,920,749千円 56カ所国道166号、168号、169号、309号、310号、369号、425号県道高野天川線、龍神十津川線、赤目掛線、大阪生駒線外12路線完了箇所国道168号（五條市西吉野町西野地区）、県道赤目掛線（曽爾村今井道 路災害防除事 業 3,001,001 地区）外39カ所災害発生直後の崩土の除去や比較的小規模な法面対策工事等地域防災計画に指定された路線で道路災害の発生防止を図るための小規模な法面修繕工事県単独事業 80,252千円小規模法面対策工事 国道309号、県道桜井吉野線、高野辻堂線小規模法面修繕 国道25号、309号、県道奈良名張線、五條高取線損傷の著しい路面の舗装補修国道166号、168号、169号、309号、310号、311号、369号、370号、舗 装 補 修 事 業 1,169,726 425号県道奈良加茂線、奈良名張線、天理環状線、桜井吉野線外13路線緊急輸送道路上にかかる橋梁 耐震補強を重点的に実施老朽による腐食が著しい橋梁 補修を重点的に実施橋り よ う 補 修 事 業 912,330 国道166号、168号、169号、369号外６路線19橋完了箇所名阪架道橋、杉谷橋、高見橋、前鬼橋外11橋「事後保全」から「予防保全」への方向転換に組織的に取り組み、道路橋り よ う長寿命化 橋の安全・安心な通行の確保や維持管理コストの削減を図るため、「奈29,550修繕計 画 策定事 業 良県橋梁長寿命化修繕計画」を策定対象 橋長15m未満の橋梁 1,300橋



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 事 業 名 金 額 内 容千円 市町村が管理する橋梁の「予防保全」型維持管理への転換を支援点 検 受 託 桜井市、斑鳩町、川西町、曽爾村、御杖村公共土木事務市町村 17,746 計画策定受託 田原本町、広陵町、十津川村支 援 事 業 成 果 指 標 20年度 21年度 22年度橋梁長寿命化計画策定受託数（件） － － 3５ 道路施設点検調査事業事 業 名 金 額 内 容千円 トンネル調査 高時トンネル（国道168号）外12カ所道路施設点検調査事業 100,456 路面調査 国道168号外２路線 道路防災調査 国道168号、169号 ほか338 道 路 橋 り よ う 20,291,818 14,550,740 ６ 道路改良事業新 設 改 良 費 国 7,622,546 事 業 名 金 額 内 容(道 路 建 設 課) 繰 408,503越 267,461 千円 「奈良の今後５カ年（平成21年度～平成25年度）の道づくり重点戦略」諸 119,637 に基づく「供用目標宣言路線（京奈和自動車道のアクセス道路）」及び起 5,480,100 「重点整備宣言箇所（重要な幹線道路ネットワーク）」の整備 652,493 主な供用箇所前年度繰越分 前年度繰越分 国道168号 上庄バイパス 一 部 供 用 平成22年８月10日5,911,733 5,911,730 国道308号 大 宮 道 路 ８ 車 線 供 用 平成22年９月30日当該年度分 当該年度分 中山間地域の生活道路における１．５車線的道路整備や狭隘区間の解消14,380,085 8,639,010 など地域の安全性の確保や活性化に寄与する道路整備翌年度へ繰越 主な供用箇所4,118,595 県道大和郡山環状線 満願寺工区 平成22年９月30日道 路 改 良 事 業 13,057,405 ※吉野室生寺針線 角 川 工 区 平成23年４月11日注）※は平成23年４月供用箇所を記載補 助 事 業 11,746,537千円国道25号、165号、168号、169号、308号、309号、369号、425号、県道奈良名張線、西名阪スマートＩＣ（大和郡山広陵線）、天理王寺線、桜井吉野線、吉野室生寺針線、高野天川線、下市宗桧線外51路線県単独事業 1,310,868千円県道上笠間八幡名張線、奈良大和郡山斑鳩線、河合大和高田線、五條高取線、吉野東吉野線、五條吉野線、川津高野線外45路線



７ 道路整備計画の策定等 65,035千円事 業 名 金 額 内 容奈 良 県 渋 滞 解 消 千円 「奈良県みんなでつくる渋滞解消プラン」で選定した「渋滞が著しい箇38,951計 画 策 定 事 業 所」（全57箇所）に対して、早期の事業効果発現を重視した対策を実施平城遷都1300年祭の開催に合わせ、宇陀周辺地域をモデルケースに「道の駅」や1300年祭時のパークアンドバスライド大和郡山市駐車場を活用ドライバー向け中南和 して、道路利用者に周遊を促す効果的な情報発信を行い、遠隔地におけ・東部地域観光情報 26,084 る情報発信の効果検証を実施発 信 事 業 ＮＥＸＣＯ西日本との連携により、香芝サービスエリアや「道の駅」を活用して、中南和地域の周遊観光を促す効果的な情報発信について効果検証を実施８ 中南和・東部地域における道路網整備計画の検討 46,839千円事 業 名 金 額 内 容千円 地域高規格道路の調査区間の事業化に向けた調査・検討早期整備が必要な区間について、経済性と段階的な効果発現の観点から五 條 新 宮 道 路 8,490 ルート及び整備手法を検討するとともに、土砂災害発生時の迂回路確保関 連 調 査 事 業 の難易や防災対策箇所の分布状況等から、整備優先度評価を実施し、整備計画として取りまとめるための調査第４次明日香村整備計画の策定に合わせ、明日香村周辺の道路整備状況観光道路ネットワーク 18,349 を踏まえた広域観光ネットワーク等の課題を抽出し、ネットワークのあ計 画 策 定 事 業 り方を整理１．５車線的道路整備 中山間地域を中心とした道路ネットワークについて、視距改良や待避所20,000計 画 策 定 事 業 の設置などの１．５車線的道路整備を導入するための調査９ 道路調査事業事 業 名 金 額 内 容千円 古都風致審議会や都市計画審議会で審議するための道路計画の策定及び道 路 改 良 事 業 等 70,352 基礎調査基 礎 調 査 事 業 県道桜井明日香吉野線、五條吉野線等



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 10 市町村道路事業育成補助事 業 名 金 額 内 容市 町 村 道 路 千円 国や県の事業に密接に関連する市町村道を整備する市村に対する補助78,050整 備 事 業 費 補 助 補助先 橿原市、御所市、宇陀市、下北山村11 平城遷都1300年記念事業の推進 712,756千円事 業 名 金 額 内 容千円 平城宮跡会場を含む奈良中心市街地へのマイカーの流入対策公共交通利用促進にかかる広報及び郊外駐車場への案内・誘導平城遷都 1 3 0 0 年祭 パークアンドバスライドの運営委託702,452関連交 通 対 策 事 業 委託先 （社）平城遷都1300年記念事業協会郊外駐車場の整備及び復旧平城宮跡駐車場（奈良西・木津川市・大和郡山市）奈良市中心市街地の渋滞対策と第二阪奈有料道路の利用促進のために、ＥＴＣを 活 用 し た ＥＴＣ技術を有効活用し、平城宮跡駐車場（奈良西）でのパークアンドパークアンドバスライド 10,304 バスライドの実効性を高めるため、ＥＴＣ路側機等の整備やシステムを等 推 進 事 業 構築12 第二阪奈有料道路の耐震化事 業 名 金 額 内 容千円 奈良県内の緊急輸送道路ネットワークの早期構築を図るため、第１次緊第 二阪奈有料道 路 急輸送道路に指定されている第二阪奈有料道路の耐震工事を実施する奈441,057耐 震 事 業 良県道路公社に対する助成耐震補強工事 竜田川高架橋、富雄川高架橋、宝来ランプ橋13 平城京ウェルカムゲート・プロジェクト事業事 業 名 金 額 内 容千円 平城遷都1300年祭を契機として、来県者への「おもてなしの心」を表す平城京ウェルカムゲー ものとして、平城京を守る四神（青龍、白虎、玄武、朱雀）をイメージ63,174ト・プロジェクト事業 したウェルカムゲートを設置国道24号 26基



340 直轄道路事業費負担金 7,193,330 7,145,113 14 直轄道路事業費負担金(道 路 建 設 課) 起 7,134,400 事 業 名 金 額 内 容10,713 千円 県の骨格軸である京奈和自動車道（国道24号）の「道づくり重点戦略」に基づく供用目標の達成及び、その他の直轄道路の整備促進のための県直轄道路事業負担金 7,145,113 負担国道24号、25号、163号、165号、168号、169号342 河 川 維 持 修 繕 費 1,073,391 797,071 治水事業の推進(河 川 課) 国 98,213 １ 河川維持修繕事業 797,071千円負 639 事 業 名 金 額 内 容使 42,214手 432 千円 築堤部で点検の必要のある堤防及び通学路に利用されている堤防等の除財 3,402 草、河川断面を著しく阻害している堆積土砂の浚渫、護岸の小規模な修繰 5,960 河川維 持 修繕事 業 754,746 繕646,211 堤防除草工 62河川 堆積土砂浚渫工 53河川前年度繰越分 前年度繰越分 護岸等修繕 15河川96,645 96,644当該年度分 当該年度分 ダム 維 持 修繕事 業 37,078 初瀬ダム、白川ダム、天理ダム、岩井川ダムの管理施設にかかる修繕976,746 700,427翌年度へ繰越 より良い河川空間を創出するため、地元自治会やＮＰＯなどの団体が自190,528 地 域 が 育 む 主的に行う除草等の維持管理活動に対する支援1,964川 づ く り 事 業 成 果 指 標 20年度 21年度 22年度事業参加団体数（団体） 18 22 35地元自治会と連携して河川護岸部分に花を植栽し、憩いと潤いのある河川空間を創出川の彩り花づつみ事業 3,283 成 果 指 標 20年度 21年度 22年度植栽面積（㎡） － － 149



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円342 河 川 改 良 費 6,997,787 5,184,019 ２ 河川改修事業 5,184,019千円(河 川 課) 国 2,405,066 事 業 名 金 額 内 容繰 425,723越 109,772 千円 「浸水常襲地域における減災対策プログラム」に基づく、浸水常襲地域諸 4,483 の減災対策河川（16河川）等の重点整備起 1,945,000 減災対策河川 葛下川、高田川、地蔵院川、竜田川、富雄川、 293,975 紀の川、飛鳥川、三代川、菰川、広瀬川、新川、前年度繰越分 前年度繰越分 尾張川、米川、寺川、布留川北流、小金打川2,681,036 2,676,459 流域に大きな資産が存する河川の改修、良好な河川空間の創出を図る河当該年度分 当該年度分 川の整備及び災害を予防する河川の改修河 川 改 修 事 業 4,838,5354,316,751 2,507,560 補 助 事 業 3,969,889千円翌年度へ繰越 減災対策河川のほか大和川、布留川南流、曽我川外18河川1,748,031 県単独事業 868,646千円乾川、葛下川、原川、飛鳥川外87河川秋篠川舟運復活検討事業平城宮跡と西の京とを結ぶ舟下りの実施実施日 平成23年９月11日・10月16日～17日過去に被災した築堤河川の堤防の浸透に対する安全性にかかる調査を行堤防質的 整 備 事 業 142,000 い、洪水に対する安全性が相対的に低い箇所を把握点検調査 32箇所（全体91箇所）河川における諸般の計画策定や工事の実施、維持管理等にあたって重要河川情 報 シ ス テ ム な基礎資料となる雨量計や水位計の観測データの電子化等103,891整 備 事 業 雨量計 ３基（全体21基）水位計 ６基（全体29基）河川の環境整備を図る必要性が特に高い飛鳥川の堤防の除草や堆積土砂河川環 境 整 備 事 業 4,300 の浚渫適正な河川管理を図るため、不法投棄や不法占拠の防止対策の実施県 単河川美化 事 業 18,839 大和川外16河川子どもから高齢者までが安心して暮らせる河川空間を軸としたまちづく河川空間を軸とした りのあり方について検討福祉のまちづくり 9,016 モデル箇所 飛鳥川（田原本町）検 討 事 業 懇談会の開催等（４回）



大和川の水質ワースト上位脱却を目指し、流域住民が関心を持てるように水質の現状を見える化するとともに、農業用水を環境用水として有効大和川水質改善事業 7,000 活用する導水社会実験を実施モデル河川 菰川（奈良市）ＢＯＤ値の改善 3.8mg/ｌ → 3.3mg/ｌ河川環境の整備及び保全を図り、河川の特性や地域の風土・文化などの実情に応じた河川整備を推進するため、平成23年度策定予定の淀川水系河川整備計画調査事業 37,713 における河川整備計画原案を作成するとともに、大和川流域総合治水対策の見直しを行うため、流域対策の推進についての検討を実施市町村事業と県河川事業を合併し、効果的な事業効果を上げるため、香受 託河川改 良 事 業 22,725 芝市及び広陵町から河川改良事業等を受託葛下川（護岸工）、高田川（橋梁工）344 砂 防 費 5,413,989 3,793,239 ３ 砂防事業 3,777,734千円(砂 防 課) 国 1,767,802 事 業 名 金 額 内 容負 47,235越 116,000 千円 流域における荒廃地域の保全及び土石流等の土砂災害から下流部に存在起 1,648,900 する人家、耕地、公共施設等を保全 213,302 補 助 事 業 1,023,221千円前年度繰越分 前年度繰越分 事業箇所 寺垣内沢（下北山村）外21渓流2,081,354 2,072,470 通 常 砂 防 事 業 1,048,359 （保全対象 人家832戸 ほか）当該年度分 当該年度分 完了箇所 西門川（天理市）3,332,635 1,720,769 （保全対象 人家21戸 ほか）翌年度へ繰越 県単独事業 25,138千円1,369,114 事業箇所 樋野沢（御所市）外７渓流（水路整備 ほか）急傾斜地崩壊防止施設の設置等により、急傾斜地の崩壊による災害から生命を保全補 助 事 業 1,562,914千円事業箇所 大日川地区（五條市）外39地区（保全対象 人家620戸 ほか）急傾斜地崩壊対策事業 1,643,390 完了箇所 高滝地区（十津川村）外10地区（保全対象 人家113戸 ほか）県単独事業 80,476千円事業箇所 片平地区（山添村）外15地区



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 事 業 名 金 額 内 容千円 地すべり防止施設等の新設等により、人家、公共建物、河川、道路等の公共施設等に対する地すべり等による被害を除去又は軽減補 助 事 業 545,530千円事業箇所 室生地区（宇陀市）外12地区（保全対象 人家1,094戸 ほか）地 すべり 対 策 事 業 587,210 完了箇所 高原地区（川上村）外３地区（保全対象 人家155戸 ほか）県単独事業 41,680千円事業箇所 下渕地区（大淀町）外６地区（台風18号における災害箇所の復旧 ほか）土砂災害情 報相互 市町村を通じて土砂災害関連情報を住民に提供するシステムの構築88,000通報システム整備事業 土砂災害警戒情報等配信システム 奈良県全域災 害 関 連 緊 急 台風18号における災害箇所（大淀町下渕地区）の復旧100,500地 すべり 対 策 事 業 保全対象 人家18戸 ほか補 助 事 業 59,624千円初田川（葛城市）外４渓流（砂防公園施設修繕外）砂防 維 持 修繕事 業 72,132 県単独事業 12,508千円武木地区（川上村）外３地区（集水井修繕外）急傾斜の崩壊、土石流及び地すべりの恐れがある土地に関する調査を実施土砂災害基礎調査事業 209,204 平成22年度指定箇所数土砂災害警戒区域（イエロー区域） 121箇所斜面崩壊の恐れがある箇所の現地調査砂防関係 調 査 事 業 4,253 平石谷川（葛城市）外１箇所大滝関連地 すべり 地すべり変状把握のための調査956調 査 事 業 川上村人知地区災害復旧関連調査事業 23,730 奈良市月ヶ瀬尾山、吉野町柳



346 ダ ム 建 設 費 2,373,627 1,563,561 ４ ダム建設事業 1,506,305千円(河 川 課) 国 655,681 事 業 名 金 額 箇 所 名 内 容負 8,308越 15,033 千円 ダムの建設により、老朽化した大門池堤防の漏水起 752,100 を解消するとともに、地震時の破堤による下流区ダ ム 建 設 事 業 1,175,794 大 門 ダ ム 132,439 域の被害を軽減前年度繰越分 前年度繰越分 基礎掘削工事、基礎処理工事、ダム本体工事750,500 750,500当該年度分 当該年度分 初瀬ダム 堤体観測設備等の更新初瀬ダム、天理ダム1,623,127 813,061 堰 堤 改 良 事 業 267,238 天理ダム 一部貯砂堰堤工白 川 ダ ム翌年度へ繰越 白川ダム 管理設備設計785,390 ダム管理施設の保守点検、維持管理ダ ム 管 理 事 業 63,273 天理ダム外３箇所 管理区域の除草・清掃346 直轄河川事業費負担金 596,137 596,136 ５ 直轄河川事業費負担金(河 川 課) 起 590,600 事 業 名 金 額 内 容5,536 千円 流域治水安全度の向上、浸水被害の軽減を目的として国が直接行う河川等の整備促進や適正な維持管理に対する県負担河川等の整備直轄河川事業負担金 596,136 大和川、紀の川、佐保川、木津川、大滝ダム河川等の維持管理大和川、木津川、紀の川、猿谷ダム346 まちづくり推進総務費 896,329 775,110 都市計画事業の推進・景観づくりの推進(地域デザイン推進課) 国 7,433 １ 都市基盤の整備 17,364千円繰 7,271 事 業 名 金 額 内 容760,406翌年度へ繰越 都市計 画 に関す る 千円 線引き、用途地域変更及びマスタープラン改定について、公聴会及び都6,73510,000 基 礎 調 査 事 業 市計画審議会の開催等の都市計画手続を実施中南和振興のための 京奈和自動車道（仮称）橿原南・御所インターチェンジ周辺における、京 奈 和 道 周 辺 10,629 中南和地域の通勤圏内での雇用機会の創出を図るまちづくりを検討するまちづくり調査事業 ための調査を実施



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 ２ 景観づくり・まちづくりの推進 29,846千円事 業 名 金 額 内 容千円 県、市、地元関係者等で構成する協議会を設置し、地域の特徴を活かし、一市一まちづくり構想 19,827 住民が元気で暮らしやすく、賑わいのあるまちづくりを推進するための推 進 事 業 方策を検討既存施設間の連携や河川空間の活用により、高齢者をはじめ多世代がい高齢者がいきいきと きいきと暮らせるまちづくりの方策を検討暮らせるまちづくり 1,090 モデル箇所 佐保川（奈良市）モ デ ル 事 業 懇談会の開催等（４回）生活体験施設を活用し、町家の居住者増加を図る取組を実施生活体験施設を活用し モデル箇所 橿原市今井町た定住促進モデル事業 1,853 成 果 指 標 20年度 21年度 22年度[ ふ る さ と 雇 用 ] 生活体験施設利用回数（回） － － 36沿道モデル地区において、地元関係者とのワークショップを実施し、沿道の景観づくりの先例を確保景 観 づ く り 3,790 成 果 指 標 20年度 21年度 22年度具 体 化 推 進 事 業 景観形成着手地区数（カ所） 2 3 4着手地区 大宮通り、城廻り線、近鉄八木駅前、三輪山線地域資源を活かした住民主体のまちづくり活動の支援及び「住民主体のまちづくりフォーラム」の開催により、住民主体のまちづくり活動を活性化フォーラム参加者数 75名成 果 指 標 20年度 21年度 22年度ま ち づ く り 活 動 2,685 ＮＰＯ等によるまちづくり活動着手地区数推 進 事 業 （カ所） 6 8 11着手地区 奈良市法華寺町、大和高田市本町・市町、橿原市八木、桜井市三輪、桜井市初瀬、桜井市本町通り、御所市名柄、葛城市竹ノ内、田原本町田原本、明日香村岡、吉野町吉野山



まちづくりコンシェルジュ（県職員）と地元組織が協働してまちづくりマップを作成し、住民主体のまちづくり活動を活性化奈良市法華寺町、明日香村岡コンシェルジュによる 成 果 指 標 20年度 21年度 22年度601魅力ある地域創出事業 まちづくりマップ作成地区数（累計） 3 6 8作成地区 奈良市法華寺町、大和高田市本町・市町、桜井市三輪、桜井市初瀬、御所市名柄、葛城市竹ノ内、田原本町田原本、明日香村岡348 街 路 事 業 費 7,260,829 5,696,124 ３ 街路事業 5,696,124千円(地域デザイン推進課) 国 3,236,580 事 業 名 金 額 内 容負 400,566越 108,129 千円 「奈良の今後５カ年（平成21年度～平成25年度）の道づくり重点戦略」起 1,875,200 に基づく「供用目標宣言路線（京奈和自動車道のアクセス道路）」及び 75,649 「重点整備宣言箇所（重要な幹線道路ネットワーク）」の整備前年度繰越分 前年度繰越分 補 助 事 業 5,418,467千円1,481,141 1,477,890 街 路 改 良 事 業 5,528,607 ＪＲ関西線・桜井線、高架側道１～３号、中和幹線、大森高畑線、当該年度分 当該年度分 三条菅原線、奈良西幹線5,779,688 4,218,234 県単独事業 110,140千円翌年度へ繰越 ＪＲ関西線・桜井線、中和幹線、大森高畑線、三条菅原線、1,492,314 奈良西幹線、城廻り線、奈良橿原線街路 整 備 推 進 事 業 88,330 効率的、効果的な街路整備に向けた調査、検討の実施総 合都市交 通体系 総合的な都市交通体系の構築に向けた交通計画を検討するため、人の動36,200調 査 事 業 き等の実態調査を実施平城宮跡周辺地 域 平城宮跡周辺地域における踏切除去の効果を検証するための基礎資料のに お け る街路渋滞 42,987 整備対 策 検 討 事 業



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円350 土 地 区 画 整 理 費 473,480 355,045 ４ 土地区画整理事業(地域デザイン推進課) 国 208,319 事 業 名 金 額 内 容負 53,340越 16,100 千円 平群駅西地区の土地区画整理事業を実施する土地区画整理組合に対して起 74,200 補助土地区画整理事業 355,045 補助を行うことにより、建物の移転を推進 3,086 平成22年度末事業進捗率 21％前年度繰越分 前年度繰越分80,500 80,500当該年度分 当該年度分392,980 274,545翌年度へ繰越114,600350 公 園 事 業 費 3,407,243 2,842,861 ５ 公園事業 895,921千円(公 園 緑 地 課) 国 1,130,285 事 業 名 金 額 内 容使 102繰 3,368 千円 緑化フェア開催のため、園地等の整備越 380,257 馬見丘陵公園諸 19,396 新県営プール建設のための検討・調査起 455,600 浄化センター公園 853,853 補助都市公園整備事業 705,027 老朽化した遊具や園地等の施設の整備前年度繰越分 前年度繰越分 大渕池公園、大和民俗公園、竜田公園、浄化センター公園1,286,830 1,277,156 成 果 指 標 20年度 21年度 22年度当該年度分 当該年度分 県民一人当たり県営都市公園供用面積(㎡) 4.6 4.6 4.62,120,413 1,565,705翌年度へ繰越403,746 老朽化した水路や園地等の施設の補修単独都市公園整備事業 60,246 大渕池公園、馬見丘陵公園、大和民俗公園、竜田公園、浄化センター公園都市公園管 理 事 業 来園者が快適に過ごせるための公園の維持管理運営126,192[ 一 部 緊 急 雇 用 ] 馬見丘陵公園、大和民俗公園、竜田公園、浄化センター公園



樹木への樹名板の取り付け、野鳥の観察会等、県民が公園にふれあうためのイベントの開催公園ふれあい 事業 445 成 果 指 標 20年度 21年度 22年度樹名板取付参加者数（名） 76 21 63公園施 設長寿命化 竜田公園及び福祉パークについて、公園施設の安全性の向上を図るため、4,011計 画 策 定 事 業 「公園施設長寿命化計画」を策定観光の振興[「平成22年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 1,556,121千円事 業 名 金 額 内 容千円 第27回全国都市緑化ならフェアの開催テーマ 未来へつなぐ「花のもてなし」～やまと青垣からの贈りもの～時 期 平成22年９月18日～11月14日全国都市緑化フェア 場 所 メ イ ン 会 場 馬見丘陵公園 来場者数 430,190名開 催 事 業 699,585 テ ー マ 会 場 平城宮跡会場、藤原宮跡会場、国営飛鳥歴[ 一 部 緊 急 雇 用 ] 史公園会場サテライト会場 えきまえ会場、つどい・まちなか会場、歴史のまちなみ会場平 城 宮 跡 周 辺 奈良県の観光ゲートウェイとして、観光案内施設や交通ターミナル等を121,332魅 力 向 上 事 業 整備するための調査の実施飛 鳥 ・ 藤 原 地 域 8,584 飛鳥・藤原地域の歴史的資産を保存・活用するための調査の実施魅 力 向 上 事 業 奈良公園を訪れる観光客が快適に過ごせる環境をめざした若草山麓園地奈良公園活性化事業 644,422 整備、蓬莱橋改修、浅茅ヶ原園地の園路・照明設備整備奈良公園の貴重な価値を国内外に発信し、来訪者の多様なニーズに対応奈 良 公 園 施 設 するため、新公会堂・シルクロード交流館の一体活用を図る渡り廊下及82,198魅 力 向 上 事 業 び周辺園地の詳細設計、飛火野周辺の整備を検討するための基本計画の策定等の実施



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円352 奈 良 公 園 管 理 費 369,971 354,280 奈良公園の管理 22,482千円(公 園 緑 地 課) 使 20,722 事 業 名 金 額 内 容諸 1,643331,915 千円 春日奥山道路（県管理区間）の料金収納委託有料施 設 管 理 事 業 1,549 成 果 指 標 20年度 21年度 22年度春日奥山道路利用台数（台） 9,512 9,473 9,757公 園 清 掃 事 業 20,933 奈良公園の清掃及び公衆トイレの清掃管理354 下 水 道 費 124,281 105,451 汚水処理基本構想(下 水 道 課) 国 11,390 事 業 名 金 額 内 容94,061 奈良県汚水処理総合 千円 人口減少に伴い生じた社会情勢の変化等を受け、下水道・浄化槽等の各5,955基本構想見直し事業 種汚水処理施設の効率的かつ適正な整備手法の見直しを検討354 住 宅 総 務 費 807,750 775,231 住宅整備の推進(住 宅 課) 国 77,327 １ 優良な住宅建設の促進 20,555千円使 513,838 事 業 名 金 額 内 容手 10,042繰 1,784 「人がくらしやすい 千円 人がくらしやすいまちづくりを進めるため、奈良県住生活基本計画の改諸 33,033 まちづくり」事 業 7,568 定、まちなかと郊外との住みかえ円滑化の推進、マンション管理の実態 139,207 [ 一 部 緊 急 雇 用 ] 調査等を実施良質な住まいづくりの支援住宅無料相談の実施住 ま い づ く り 10,576 開催回数 12回 相談件数 62件総 合 支 援 事 業 住まいづくり支援講座の実施開催日 平成22年11月20日 参加者数 50名中堅所得者層を対象に優良な賃貸住宅の供給の促進を図るための家賃補特定優良賃貸住宅 2,411 助供 給 促 進 事 業 補助対象 ４棟26戸



２ 県営住宅の管理 462,319千円事 業 名 金 額 内 容千円 県営住宅の入退去、家賃徴収、施設維持・修繕等の管理管理戸数 45団地 8,374戸空家募集 募集戸数443戸（130戸） 応募倍率3.9倍（3.7倍）（注）（ ）内は福祉向け住宅で内数住 宅 管 理 461,698 指定管理者制度平成19年度導入（売間・稗田団地）平成22年度拡大（天理・纒向・橿原・坊城団地）入居者対策家賃滞納者住宅明渡請求提訴 16件退去者の滞納家賃の徴収を民間債権回収会社に委託県営住宅退去滞納者 621 成 果 指 標 20年度 21年度 22年度家 賃 収 納 事 業 過年度の徴収率（％） 22 22 18３ 住宅新築資金等貸付事業費補助 99,549千円事 業 名 金 額 補 助 対 象 団 体 事 業 内 容千円 償還期間延長に伴う借受金の利息額増特 定 助 成 事 業 33,083 桜井市外18市町村 分の助成(S53～S61に貸し付けた債権)奈良市外11市町村償還推 進 助 成 事 業 66,466 償還事務等に要する費用の一部助成一部事務組合４ 奈良の住まいリニューアル事業事 業 名 金 額 内 容千円 住宅版エコポイント制度の対象となる住宅リフォームで、景観に配慮した改修工事を実施した場合に平城遷都1300年記念プレミアム商品券を交奈 良 の 住 ま い 付10,699リニューアル 事 業 屋根92件、外壁108件成 果 指 標 20年度 21年度 22年度屋根、外壁改修数（件） － － 200



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円356 住 宅 建 設 費 2,042,065 1,622,562 ５ 県営住宅建替・改善の推進 1,587,333千円(住 宅 課) 国 788,211 事 業 名 金 額 内 容使 3,725越 56 千円 小泉団地を建て替えることにより、高齢者や障害者の方に対応できる住起 798,800 戸を確保県 営住宅建替事 業 1,279,161 31,770 小泉団地第２期建替建設工事等前年度繰越分 前年度繰越分 鉄筋コンクリート造５階建 建設戸数80戸160,600 118,282当該年度分 当該年度分 個別改善団地の空き住戸を対象とした高齢化対応等の改善等により、居1,881,465 1,504,280 住性及び住環境を向上翌年度へ繰越 環境改善事業 姫寺団地、纒向団地、坊城団地35,000 デジタル放送改修 東高田団地、天理南団地、秋津団地、県 営住宅ス ト ック 阿部団地、纒向団地、金屋団地、橿原団地、300,792総 合 改 善 事 業 坊城団地、山崎団地給水ポンプ更新 秋津団地、纒向団地都市ガス埋設管取替 姫寺団地、六条山団地県営住宅住戸改善 東日本大震災による被災者受入れのため、浴槽等を設置奈良県営住宅ストック 県営住宅の長寿命化を図り、ライフサイクルコストの縮減ににつながる7,380改善計 画 策定事 業 計画を策定358 建 築 指 導 費 194,239 70,004 安全・安心の確保（防災危機管理の強化）［「平成22年度 重点課題に関する評価」掲載課題］ 6,465千円(建 築 課) 国 20,965 事 業 名 金 額 内 容手 15,612繰 14,730 千円 住宅エコリフォーム耐震改修促進事業 18,697 住宅版エコポント制度の対象となる住宅リフォームで、一定の耐震工前年度繰越分 前年度繰越分 2,774 事を実施した場合に平城遷都1300年記念プレミアム商品券を交付8,789 8,463 成 果 指 標 20年度 21年度 22年度当該年度分 当該年度分 商品券交付件数（件） － － 26185,450 61,541 地震災害建築物被害翌年度へ繰越 既存木造住宅耐震診断支援事業軽 減 対 策 事 業7,400 昭和56年の新耐震基準以前に建てられた木造住宅の耐震診断に要する経費の一部を助成1,170 対象 財政力指数0.7未満の市町村大和高田市外23市町村 104戸成 果 指 標 20年度 21年度 22年度市町村が補助する耐震診断実施件数（件） 459 317 208



既存木造住宅耐震改修支援事業昭和56年の新耐震基準以前に建てられた木造住宅の耐震改修に要する経費の一部を助成1,325 対象 財政力指数0.7未満の市町村天理市外10市町村 15戸成 果 指 標 20年度 21年度 22年度市町村が補助する耐震改修実施件数（件） 32 28 39建築物の耐震化知識普及事業県民向け講演会を開催することにより、耐震化の重要性を喚起開催日 平成22年12月４日 参加者数 103名1,196 小学校への出張講座により、教育の場での知識普及を促進 ７回成 果 指 標 20年度 21年度 22年度県民向け講演会参加者数（名） 212 161 103行政情報の共有化の推進事 業 名 金 額 内 容千円 建築基準法上の道路情報をデータベース化し、建築物を建てられる道路建築基準法指定道路 10,372 を明確化等 調 査 事 業 安堵町、川西町 216km安全で住みよいまちづくりの推進１ 住みよいまちづくりの推進事 業 名 金 額 内 容千円 特定施設の設置に伴う届出に対する指導助言及び整備基準適合施設への適合証の交付により、建築物の福祉的整備を推進住 み よ い 福 祉 の 届出件数 176施設（累計 3,305施設）174まちづくり推進事業 適合証の交付 18施設（累計 637施設）成 果 指 標 20年度 21年度 22年度適合証交付件数（件） 40 29 18



決 算 報 科 目 予 算 現 額 決 算 額 施 策 の 成 果告 書 頁 千円 千円 ２ 災害に強いまちづくりの推進（建築物対策） 3,264千円事 業 名 金 額 内 容千円 構造計算審査体制を強化するため、講習会を開催構 造 計 算 適 合 性 講習会開催日 平成23年１月14日、平成23年２月25日、1,340判 定 等 推 進 事 業 平成23年３月２日参 加 者 46名被災建築物応急危険度判定士の養成・登録を行うことにより、地震発災時における二次的被害の防止体制を整備被災建築物応急危険度 1,582 新規登録者数 225名（登録者数 1,141名）判 定 事 業 成 果 指 標 20年度 21年度 22年度登録者数（名） 1,222 1,181 1,141なら安全安心住まい・まちづくり協議会を運営し、建築物の安全安心施奈良県建築物安全安心 策の実施342実 施 計 画 推 進 事 業 「住まいと暮らしのフェスタ（建築物安全安心フォーラム）」の開催開催日 平成22年11月20日 参加者数 約2,000名３ 災害に強いまちづくりの推進（宅地対策）事 業 名 金 額 内 容千円 被災宅地危険度判定士の養成・登録を行うことにより、地震発災時における二次的被害の防止体制等を整備被 災 宅 地 危 険 度 263 新規登録者数 23名（登録者数 283名）判 定 事 業 成 果 指 標 20年度 21年度 22年度登録者数（名） 267 277 283


